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06年２月の生産者物価（最終財）は、エネルギー・食品価格の下落によって前月比▲

1.4％と下落幅は市場予想の同▲0.2％を大幅に上回った。変動の大きい食料・エネルギー

を除いたコア（最終財）は、タバコ、定期刊行物が上昇したことから同＋0.3％と市場予想

の同＋0.1％を上回った。ただし、ともに一時的な上昇要因のため、持続的に物価を押し上

げる可能性は低い。 

また、基調を示す３ヵ月移動平均・３ヵ月前対比年率でみると、中間財（コア）が＋

7.4％（１月同＋8.6％）と高い伸びが続き、遅れて影響を受ける最終財（コア）は同＋

2.0％（同＋1.0％）と上昇ペースが速まったが、低い伸びにとどまっている。このように、

生産者段階では川上の物価上昇圧力が強まっているものの、競争圧力の激化や生産性の向

上等によって川下への波及は限定的なものにとどまっている。 

 

最終財のカテゴリー別の動向をみると、食品関連では野菜、卵、ビーフ、ポーク等の下

落によって、食品価格は前月比▲2.7％（１月同＋0.2％）と減少に転じた。エネルギーは

前月比▲4.7％（１月同＋0.0％）と下落した。家庭用電力が同＋0.0％（同＋3.0％）と鈍

化し、天然ガスが同▲4.1％（同＋0.8％）と下落に転じ、ヒーティングオイルが同▲1.1％

（同▲1.0％）、ガソリンが同▲11.0％（同▲3.5％）と下落幅を拡大した。 

消費財（エネルギー・食料品を除く）は前月比＋0.2％（同＋0.4％）とプラス幅が縮小

した。消費財（エネルギー・食料品を除く）では、タバコが上昇に転じ、定期刊行物の上

昇ペースが加速したものの、乗用車価格が同▲0.8％（１月同＋1.1％）、スポーツ用品が

下落した。他方、資本財は前月比＋0.1％（同＋0.3％）と減速した。資本財の資本財では、

船舶、鉄道設備、需要の好調な鉱業機械、金属加工機器の上昇ペースが加速した一方、コ

コアが前月比▲

1 . 4％と下落幅は市

場予想を上回った 

資本財、消費財コ

アともに伸びが鈍

化 

生産者物価（Producer Price Indexces）
最終財 中間財 原材料 ＜参考＞

コア エネルギー コア コア 輸入物価 WTI

05/02 ＋0.5 (＋4.7) ＋0.1 (＋2.6) ＋1.9 ＋0.6 ＋0.5 ▲0.7 ▲2.1 ＋0.1 48.1
05/03 ＋0.8 (＋5.0) ＋0.1 (＋2.6) ＋3.0 ＋0.9 ＋0.4 ＋4.7 ▲0.5 ＋0.3 54.6
05/04 ＋0.5 (＋4.8) ＋0.3 (＋2.6) ＋2.1 ＋0.7 ＋0.1 ＋2.7 ＋2.2 ＋0.4 53.0
05/05 ▲0.2 (＋3.6) ＋0.2 (＋2.8) ▲1.6 ▲0.3 ▲0.3 ▲3.1 ▲2.9 ▲0.2 50.0
05/06 ＋0.1 (＋3.7) ▲0.1 (＋2.4) ＋1.5 ＋0.2 ▲0.1 ▲1.7 ▲3.6 ▲0.2 56.4
05/07 ＋0.8 (＋4.7) ＋0.3 (＋2.8) ＋3.9 ＋1.0 ＋0.1 ＋5.1 ＋0.6 ▲0.2 58.9
05/08 ＋0.5 (＋5.3) ＋0.0 (＋2.6) ＋3.0 ＋0.5 ▲0.1 ＋3.5 ＋4.6 ＋0.1 65.0
05/09 ＋1.4 (＋6.9) ＋0.2 (＋2.6) ＋5.4 ＋2.3 ＋1.0 ＋10.5 ＋5.6 ＋0.9 65.5
05/10 ＋0.8 (＋5.9) ▲0.3 (＋1.8) ＋4.3 ＋3.0 ＋1.4 ＋5.7 ▲1.5 ＋1.0 62.3
05/11 ▲0.4 (＋4.4) ＋0.2 (＋1.7) ▲2.6 ▲1.4 ＋0.3 ▲1.7 ＋3.5 ▲0.1 58.2
05/12 ＋0.6 (＋5.4) ＋0.1 (＋1.7) ＋2.0 ＋0.1 ＋0.3 ▲2.3 ＋0.5 ＋0.0 59.4
06/01 ＋0.3 (＋5.7) ＋0.4 (＋1.5) ＋0.0 ＋1.2 ＋1.0 ▲0.5 ▲0.1 ＋0.3 65.3
06/02 ▲1.4 (＋3.7) ＋0.3 (＋1.7) ▲4.7 ▲0.3 ＋0.5 ▲9.2 ＋3.3 ▲0.5 61.7
（出所）労働省（Department of Labor）
（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。
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生産者物価コアと資本財価格の推移（前年同月比）
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ンピューターの下落幅が拡大した。 

 

今後に関しては、①川上でのインフレ圧力を示す原材料（コア）が３ヵ月移動平均・３

ヵ月前対比年率で２月に＋13.8％（１月＋19.5％）とプラス幅が縮小したこと、②中間財

（コア）に２ヵ月程度先行する仕入価格指数（ＩＳＭ製造業景気指数）が低下しているこ

とから川上からのインフレ圧力は目先弱まると見込まれる。しかし、世界的な景気拡大持

続に伴う供給不足懸念を背景に商品価格、エネルギー価格の高止まり、或いは上昇が続く

可能性がある。このため、原材料価格（コア）、中間財コアでは上昇圧力が強まり、イン

フレ圧力は再び強まると見込まれる。 

その場合でも、製造業では①売上の増加による数量効果、②情報化投資やリストラクチ

ャリング等による生産性の向上、③利益率の改善などによってコストの増加をある程度吸

収できるとみられ、価格競争が激しいなか生産者物価（最終財）コアは前期比で緩やかな

上昇にとどまろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者物価（最終

財）コアは前月比

で緩やかな上昇に

とどまる公算 
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ＩＳＭ商品価格判断ＤＩ（右）

生産者物価とＩＳＭ価格判断指数の推移（％）

（注）ＰＰＩは3カ月移動平均、
　　　ＩＳＭ商品価格は
　　　2カ月先行。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


